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① つくる：庁舎づくりに関わり愛着を深める

② 育てる：まちづくりに取り組む人材を育てる

実施運営

◯イベント（例）
▶ 廃線マルシェ
▶ ローカルダンス
▶ 農産物販売 など

市民参加の活用検討ワークショップ

◯話し合うこと（例）
▶ 新庁舎でやりたい活動
▶  必要な機能や備品
▶ 利用料金・使い方のルール      など

＼市民が活用方法を検討／

活用検討 
ワークショップ

＼みんなで祝う／

新庁舎 
お披露目会

地域のタネ
プロジェクト

市民と一緒に、地域ならではの樹々の
種を拾い、苗木を育て、ランドスケー
プに活かすプロジェクトを行う

＼地域と育むランドスケープ／

＼イベントを企画／＼まちづくりについて学ぶ／ ＼地域で活躍する人材育成／

お披露目
作戦会議

勉強会
まちづくりや地域資源
の活用などについて学
ぶ機会をつくる

研修会
地域のまちづくりに取
り組む人材を育成する
場をつくる

設計者選定 建設工事 移転 運用開始：地域に愛される拠点に

【市民と一緒に取り組むこと】

そのほか市民が関われる庁舎づくりの工程 ： 地鎮祭、現場見学、芝張り など

地域を育む 庁舎づくり(基本方針5）
地域に愛される庁舎となるよう、市
民が庁舎づくりに関われる様々なプロ
グラムをつくります。地域の未来を考
え、地域で活動する人を増やす機会も
提案します。新しくできた庁舎に愛着
を持った市民が庁舎を地域活動の拠点
として利用することで、地域の賑わい
づくりや活性化につなげていきます。

スクエア広場や公園、ふれあいセン
ターなど、市民が使えるスペースの
活用を検討するワークショップを開
催し、意見を基本設計に活かす。

新しくできた庁舎が地域の拠点となるためには、そこで活動する人が重要。
庁舎づくりに並行して、まちづくりの担い手を育成し、完成した庁舎の利用
と地域のにぎわいづくりや活性化につなげる。

市民とお披露目会
新庁舎の完成を祝う
イベントを市民と企
画し、庁舎を身近な
存在とする。

ふれあいセンターからカフェを見る[新庁舎]

市民共存フロア カフェ

市民窓口系 等

事業系 等

公民館

多目的ホールアトリウム

図書-資料館

図書-資料館

[ふれあいセンター]

大口城跡

VIEW

麓
エリア

山野線跡
水路
大口商店街

お祭り時には歩行
者天国となる大口
商店街と広場がつ
ながる

「大口城跡」と「茅葺屋根の武家
屋敷や特徴的な石垣が残る麓」
等、地域の歴史を望む

建設地のみに配置 建設地・周辺市有地も含めて再配置
[特徴]
・駐車場が集約される
・駐車場と建物が隣接
・山野線跡沿いに
　公園と緑道が連続する
・建設コストはUP

・公園面積:2800㎡
・駐車場台数:250台
　(元気こころ館除く)

・公園面積:2800㎡
・駐車場台数:244台
　(元気こころ館除く)

バス停
バス経路

バス停
バス経路

[特徴]]
・駐車場が散在
・公園と駐車場が隣接
・駐車場-建物の距離が遠い
・建設コストは安い

まちづくりの拠点として、新庁舎・ふれあいセンター
・スクエア広場・公園の一体的整備 (基本方針5)
新庁舎とふれあいセンターの整備を一体的に捉え、

建設地のポテンシャルを高め、さらに周辺市有地まで
整備範囲を含めることにより、計画地一帯が市民生活
の拠点となることを目指します。
周辺市有地の再編成による市民エリア整備
 　公園を建設地の南側街区と北側街区に配置し、散在
した駐車場を建設地内に集約することで、計画地周辺
の歩車混在を最大限回避し市民の安全性を高めます。
街路樹・建設地内の植栽と南北の公園がつながり、鉄
道記念公園を含めた周辺一帯が緑に囲まれた市民エリ
アとなる計画です。

広場・新庁舎・ふれあいセンターの一体的整備
　ふれあいセンターの南面はスクエア広場に対し全開
放できるように改修し、新庁舎の１階も含めてスクエ
ア広場と内外が連続する空間として整備します。

風土と歴史を活かして市民の場所を創る（基本方針5)
山野線跡に沿って計画地周辺全体をリニアな一つな

がりの公園的空間として再構成します。南側に大きな
テラスと大階段を設け、大口城跡や麓方向を望む場を
用意します。大口商店街からのアプローチに面してオ
ープンスペースと正面性のある建築の表情を与えます。

市民共存フロア（新庁舎２階）とふれあいセンター
アトリウムとのつながり
　本提案では、新庁舎の２階に議場、議会関連諸室、
市長を中心とした行政執行部門および市民ギャラリー
とカフェを配置し、全ての市民が共存するフロアとな
っています。ふれあいセンターの大きなアトリウムは
カフェゾーンを介して新庁舎2階の市民共存のフロア
とつながるように改修します。

建設コストや事業計画に合わ
せた柔軟な整備
　周辺市有地を含めた一体的
な整備計画を実現して行くた
めには、建設コストに合わせ
た整備範囲の調整や中長期的
視野に立った段階的整備を検
討するなどの必要があると考
えます。
ふれあいセンターの改修メニ
ューを含め、市との協議や市
民ワークショップを通して、
柔軟な整備計画の立案を検討
します。

[議場]
議会開催期外は市民に貸し出
し、市民ギャラリー・カフェ
と一体的な利用を図ります。

[地域産材の活用1]
伊佐ヒノキ・スギを新庁舎の内装材(天井、軒裏、床
等)や家具に積極的に活用することで、地域産業活性
化に寄与します。

[ふれあいセンター3F]
現況の多目的ホールを中心に、音楽実
習室・視聴覚室等。特殊イベントに対
応したフロアとします。

[バス停・バスルート]
新庁舎南側ピロティ空間に設
けることで、雨に濡れること
なく新庁舎・ふれあいセンタ
ーにアクセスできる計画とし
ます。なるべく現状のバスル
ートに変更が生じないよう配
慮します。

[大階段]
市民共存フロアへつながる大階段は、スクエア広
場でのイベント時に観覧席となるほか、多数の人
々が集まる議場の避難階段として計画します。

[防災対策室]
スクエア広場に面した２階に配
置します。災害時に屋外避難ス
ペースとなるピロティ・広場・
公園を見渡すことができます。

[既存交番]
広場に加え公園とも隣接した
配置となり、市民エリアの安
心・安全に寄与します。

[地域産材の活用2]
ふれあいセンター沿いに流れ
る水路や麓で見られる特徴的
な石垣、地域循環型農業の取
組である堆肥を地域産材と捉
え、公園整備へ取り込むこと
を検討します。

[4F]
目的性の高いダンススタ
ジオやトレーニングジム
等の諸室は上階への移設
を検討します。

[ふれあいセンター1・2F]
図書館と歴史民俗鉄道記念館を一体的に
再整備します。
展示物周辺に関連図書を配架する等の工
夫により、より気軽に立ち寄りたくなる
仕組みを検討します。

[企画スペース]
アトリウムに面するスペースは季節の
図書等企画陳列・展示の利用を図りま
す。イベント時にはイベントサポート
スペースとして利用します。

[ふれあいセンター2Fテラス]
既存の形状を活かし、スクエア広場
・アトリウムのイベント観覧席とし
ての利用や、大口城跡や麓等、歴史
と文化をのぞむテラスとなります。
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[スクエア広場とアトリウム]
アトリウムの建具は開放可能とし、
内外が連続したイベント等に使用す
ることができる スクエア広場とふれあいセンターの一体的利用
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